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スマート治療室への５Ｇ接続実験に国内で初めて成功 
～熟練医が遠隔地から脳外科などの高度医療手術支援を実現～ 

 

国立大学法人広島大学（以下、広島大学）と株式会社ＮＴＴドコモ（以下、ドコモ）

は、第５世代移動通信方式（以下、５Ｇ）をスマート治療室（以下、ＳＣＯＴ®※１）

に適用した遠隔医療支援フィールド実験について、１１月１１日（月）に国内で初め

て成功致しました※２。これにより、従来難しかった緊急の脳外科手術などで熟練医が

不在の時でも移動先などの遠隔地から高度医療支援を行うことが可能となり、全国で

社会問題化している医師偏在の解消など地域医療における課題解決の実現につなげ

てまいります。 

 

 今回の実証実験は、広島大学病院内にあるＳＣＯＴとドコモ中国支社内に設置した

「モバイル戦略デスク」間を５Ｇで接続し、ＳＣＯＴ内で脳外科手術を行う執刀医に

対して、遠隔地に設置したモバイル戦略デスク側の熟練医がリアルタイムで遠隔手術

支援を行うシステムの５Ｇによる接続性を検証いたしました。 

 

 ＳＣＯＴは手術室のＭＲＩなど数多くの医療機器から入力された手術映像やバイ

タルデータを含む多様な手術データを統合的に連携・可視化し、手術精度や安全性を

向上する高度医療システムです。これまでＳＣＯＴおよび戦略デスクは広島大学病院

内でローカルエリア接続されていましたが、大容量の手術データを、５Ｇを介してリ

アルタイムで双方向にやりとりするのは国内では初の試みとなります。 

 

 今回の実証実験は、５月９日に広島大学とドコモが締結した「次世代移動通信方式

５Ｇ等を活用した研究協力に関する協定書」※３に基づき医療分野でのフィールド実験

を行ったものです。なお、２０２０年春をめどに、広島大学を５Ｇエリア化し今回の

実験プラットフォームの本格運用に向けた検証を行っていく予定です。 

 

 本実験実施に当たり、ＳＣＯＴの実用化を推進する学校法人東京女子医科大学、各

医療機器を接続するミドルウェアＯＰｅＬｉＮＫ®（オペリンク）※４を提供する株式

会社ＯＰＥｘＰＡＲＫ（オペパーク）※５の協力を得て、実験システムの設置と実験の

運営を行いました。 

 

 今回の実証実験を通じて、脳外科手術のような高度医療に対しても５Ｇの活用によ

り、例えば交通事故などで脳外科の緊急手術が必要な時に、専門医がいない場合、熟

練医が遠隔からアクセスし手術支援を行うことが可能となります。 

 

 

広島大学とドコモは、社会問題化している医師偏在の解消による医療水準の平準化
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や全国の地域医療における課題解決、Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０※6の実現に貢献してまい

ります。 

 

 

※１ ＳＣＯＴ：Ｓｍａｒｔ Ｃｙｂｅｒ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｔｈｅａｔｅｒ®の略で、東

京女子医科大学が主導して、広島大学、信州大学などの５大学、デンソー、日立製作所など

１１社と共に、ＩｏＴを活用して各種医療機器・設備を接続・連携させ、手術の進行や患者

の状況を統合把握する「戦略デスク」の導入により、手術の精度と安全性を向上させる「ス

マート治療室」。同様の治療室が東京女子医科大学ほか、広島大学、信州大学などに導入され

ている。  

※２ ドコモ調べ。 

※３ 国立大学法人広島大学と株式会社ＮＴＴドコモとの次世代通信方式５Ｇ等を活用した研究

協力に関する協定書の締結について 

https://www.nttdocomo.co.jp/info/notice/chugoku/page/190509_00.html 

※４ ＯＰｅＬｉＮＫ（オペリンク）：デンソーウェーブ社の産業用ミドルウェアＯＲｉＮ（Ｏｐ

ｅｎ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｆｏｒ ｔｈｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ）を医用

に転用したもので、通信規格やメーカーを問わず、各機器を接続・統合できる。 

※５ 株式会社ＯＰＥｘＰＡＲＫ（オペパーク）：デンソーとＢｅｙｏｎｄ Ｎｅｘｔ Ｖｅｎｔ

ｕｒｅｓが設立したＯＰｅＬｉＮＫを事業 展開する事業会社。 

※６ Society5.0 とは、政府が提唱する未来社会のコンセプト。IoT によりサイバー空間（仮想

空間）とフィジカル空間（現実空間）を連携し、すべての物や情報、人を一つにつなぐとと

もに、AI 等の活用により量と質の全体最適をはかる社会のことである。 

 

＊ ＳＣＯＴ、Ｓｍａｒｔ Ｃｙｂｅｒ Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｔｈｅａｔｅｒは、学校法人東

京女子医科大学の登録商標です。 

＊ ＯＰｅＬｉＮＫは、株式会社 OPExPARK の登録商標です。 

 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社ＮＴＴドコモ 

第二法人営業部第四営業メディカル担当 

ＴＥＬ：０３―５１５６－３０１５ 

国立大学法人広島大学 

病院特命広報・調査担当役 

ＴＥＬ：082―257―5418 

 発信枚数：Ａ４版 3 枚（本票含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実証実験の概要 

 

１． 実験内容 

 広島大学キャンパス診療棟のＳＣＯＴとドコモ中国支社に設置したモバイル戦略デスク（医局）を５Ｇ

ネットワークで接続、ＭＲＩや手術顕微鏡の高精細画像や患者のバイタルデータなどを伝送、戦略

デスク側に送信 

 遠隔地にいる熟練医がモバイル戦略デスクの情報を基に操作介入により手術支援 

 データ伝送時のスループット（単位時間当たりの処理量）やＳＣＯＴ操作時の使用感に関する定量・

定性評価を検証 

 

＜現在の環境＞ 

 

 

＜今回の実証実験＞ 

 

 

 

２． 実施日 

２０１９年１１月１１日（月） 

 

３． 実験メンバーと役割 

名称 役割 

国立大学法人広島大学 高度医療システム（ＳＣＯＴ）の提供、実証実験

の運営 

学校法人東京女子医科大学 ＳＣＯＴに関する遠隔手術支援ノウハウの提供、 

助言 

株式会社ＯＰＥｘＰＡＲＫ 実験に対応したＯＰｅＬｉＮＫの設定、運営 

株式会社ＮＴＴドコモ ５Ｇネットワークの提供、実証実験の運営 

 

別紙 

熟練医が学会などで不在
の場合、遠隔手術支援が
行えない 

５G を介して
熟練医が遠隔
地にいても手
術支援が可能 


